
令和７年度　　　徳　島　市　富　田　小　学　校　総　括　評　価　表
自　　  己　　  評　　  価 学校関係者評価 次年度への課題と今

重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 数 と 活 動 計 画 評　　　　　価 学校関係者の意見 後の改善方策
    評　価　指　数   評価指数の達成度   総　合　評　定  タブレットを活用し  次年度への課題として、

 ①思い・考えを伝える表現力 ①児童は自分の思いや考えをしっかり伝えること ①児童は自分の思いや考えをしっかり伝えることができてい （評定） やすい環境が整って 学年が上がるにつれて読
  ができている。（８５％） ると感じる教職員が１００％で達成。  いるのはとても素晴 書量が減少し、基礎学力

 ②最後まで話を聞く態度 ②児童は友達や教師の話を最後までよく聞くこと ②児童は友達や教師の話を最後までよく聞くことができてい  らしい。それと同時 や学習習慣の定着に差が
確かな学力  ができている。（８５％） ると感じる教職員が９０％で達成。 A に誤った使い方をし 見られる点が挙げられ

 ③自ら学び、考える力の育成 ③自ら考え、学び合い、主体的に学習する授業づ ③自ら考え、学び合い、主体的に学習する授業づくりに取り ないように、低学年 る。 
  くりに取り組んでいる。（８５％） 組んでいる教職員が９０％で達成。 の段階から指導する 　また、タブレット活用
「かしこく（知）」 ④基礎基本の学力の定着 ④基礎的・基本的な学習内容を確実に定着させる ④基礎的・基本的な学習内容を確実に定着させるために工夫 ことが必要である。 は広がっているものの、

 ために工夫した授業に取り組んでいる。（８５％） した授業に取り組んでいる教職員が９５％で達成。 （所見） 保護者の方にも啓発 低学年から正しい使い方
⑤家庭学習の習慣化「手引き」 ⑤毎日の宿題をきちんと出している。（８５％） ⑤毎日の宿題をきちんと出している児童は、８９％で達成だ 　教員が授業を工夫す する必要があると感 を徹底し、主体的・対話
 ⑥よく読書をしている。（８５％） が、学年が上がるにつれて割合が減っているのは課題。 ることで、児童の学習 じる。そのような講 的な学習をさらに質の高
⑥読書習慣の推進 ⑥毎日・ときどき読書をしている児童は７２％。読書離れが 意欲が向上しているこ 演を行うなら協力さ いものへと発展させる必
 進んでいることが課題。（学年が上がるにつれ↓） とがわかった。 せていただく。 要がある。 
［学力向上推進委員会］  活　動　計　画   活動計画の実施状況  　特にロイロノートを 　活字離れが課題と 　今後は、ICT を活用し

①②ノート指導を充実し、書く活動を活発に　行 ①自分の思いや考えの表現方法（発表、ノートやタブレット 活用し、児童同士の意 なっているようだが、 た思考の可視化や意見共
い、自分の考えをもてるようにする。またＩＣＴ に書くなど）を幅広く活用した。 見を共有したり引き出 朝の読み聞かせはと 有の場をより充実させる
を効果的に使い、話合い活動を充実し、友達の意 ②「聞く」から「聴く」へ。そして「訊く」へと促した。 したりすることが即時 ても楽しみにしてく とともに、朝の読書時間
見をよく聞き、自分の考えを分かりやすく伝える ③教員間で情報交換をしたり、児童の興味をひくような授業 にできるようになり、 れており、読み聞か や読み聞かせを強化し、
活動を積極的に行う。 になるよう工夫したりしてきた。 対話的な学びが広がり せボランティアとし 読書習慣の再構築を図
③児童が主体的に学習に取り組めるよう授業　改 ④朝の活動の時間を充実させることが課題。（反復練習の必 つつある。 てもやりがいを感じ る。また、家庭学習の負
善に努める。 要性） 　授業で培ったものが、 る。読書カードを見 担や難易度を精査し、家
④教材教具や板書、発問などを工夫し、「分かる ⑤宿題の内容の精査を行う。（児童自身がやりたいことを重 学校生活でも生かされ ると、積極的に本を 庭との連携を密にして
授業」を行う。 視したり、タブレットをもっと活用したりする。） ており、主体的に考え 読んでいる子も多い。 「自ら学ぶ力」の育成を
⑤家庭学習を充実させるとともに、家庭学習の手 ⑥読書をする時間を確保する。もっと学校全体で読書を推進 行動できる児童が増え 図書室の本を整理し、 継続的に進めることが重
引きを工夫し、家庭との連携を図る。 するための周知が必要である。新聞ももっと活用していく。 てきた。　　 児童が本を手に取り 要である。
⑥新聞を授業で用いたり、朝の読書の時間を確保 やすい環境を作って
したりして、読書の推進を図る。 はどうか。

   評　価　指　標   評価指数の達成度   　深刻ないじめの件 　自尊感情が学年が上が
 ① ①気持ちのよい挨拶ができるが85％以上 ①気持ちのよい挨拶をしているは、保護者は７８％、教員は  数はなしということ るにつれて低下する点、
 あいさつとていねいな言葉づかい  ９０％、児童は９２％とばらつきがあるが、平均すると８７ B と、理解のある保護 また保護者の評価にばら
  ②人権教育、道徳教育ともに、教育活動全体を通 ％となり、達成している。、 者の方が多いことで、 つきがある点が課題であ

豊かな心 ②人権感覚の育成 じて取り組んでいるが85％以上 ②人権教育、道徳教育ともに、教育活動全体を通じて取り組 落ち着いた学校生活 る。人権教育の取り組み
      んでいるが９5％で達成。 　日々の常時活動の中 を送れているようで は成果が見られる一方
  ③自分のことが好きであるが85％以上 ③「自分のことが好きである」児童8２％で、達成できてい で、児童一人一人に対 安心している。PTA で、SNS トラブルへの
「やさしく（徳）」 ③自尊感情の育成  ない。学年が進むごとに自尊感情が低下している。 して、自己肯定感を高 としてもいじめ問題 不安や、保護者との情報

 ④友達と仲良くしているが８５％以上 ④「友達と仲良くしている。」児童９９％で達成。 めることに繋がる活動 講演会等を行う必要 共有の不足も示唆されて
④だれとでも仲よく ⑤きまりを守ることができるが85％以上 ⑤きまりを守ることができると感じている教員は８５％、児 を多く取り入れる必要 があれば人権教育部 いる。今後の改善として、
  童は９４％で達成。 があると感じた。しか などに依頼して、協 学年に応じた自己肯定感
⑤善悪の判断 ⑥いじめのない明るい学校づくりに取り組んでい ⑥いじめのない明るい学校づくりに取り組んでいるが、教職 し、学年が上がるにつ 力したい。SNS 関係 を高める活動を計画的に
 るが８５％以上 員は９５％に対し、保護者は７６％という評価であり、検討 れ、自己肯定感が低く のいじめは世間で話 実施し、児童の良さを認
⑥いじめの根絶 が必要。 なっているので、学年 題になっている。本 め合う文化をさらに強化
  活　動　計　画   活動計画の実施状況  に応じたアプローチを 校は保護者と児童が する。また、いじめアン
 ①挨拶運動や挨拶週間の設定と常時指導の徹底。 ①児童運営委員会の挨拶運動や常時指導を徹底してきた。 考えて自己有用感を高 休日に学年行事を行 ケートや個別聞き取りを
 ②⑥全教職員が人権意識を高め、基本的人権を尊 ②④生活の見直しについて、職員全体で情報共有を行った。 められるよう工夫して っている。そのよう 継続して行い、早期発見
 重しながら、人権教育を推進するために、研修体 ③下学年では、帰りの会でよいところ探しを行っている。ま いく。「きまりを守る」 な機会に親子で SNS と未然防止に努める。さ
〔人権教育推進部会〕 制を確立し、指導力の向上を図る。 た、上学年では、普段の生活や授業の中で、友達同士や教師 については達成度が高 の使い方について学 らに、家庭・地域と連携
〔生徒指導部会〕 ③児童のよさや可能性を認め、賞賛と激励により から自尊感情を高めるような取組や言葉がけを行ってきた。 いため、引き続き取り ぶ機会を設けてもよ した学習会や講演会を実

自信と意欲をもたせる。 ⑤いじめアンケートを年に２回行い、それをもとに児童への 組んでいく。日頃の取 いのではないかと感 施し、学校・保護者・児
④⑤道徳科（人権教育）の授業力向上を図る。　 聞き取りを徹底的に行ってきた。それがいじめの早期発見や 組を地域や保護者の方 じる。また、自転車 童が一体となって安心で
また、いじめアンケートを年２回行う。 早期解決に繋がっていると感じている。 に発信を増やしていく の交通ルール改正に きる教育環境を形成して

必要があると感じる。 も注意して頂きたい。 いくことが求められる。
   評　価　指　標   評価指数の達成度    休みの日や放課後も 　早寝早起きなどの生活

 ①早寝・早起き・朝ご飯 ①早寝・早起きの習慣が付いているが85％以上。 ①「早寝・早起きができている」保護者７３％児童７７％で、  学校の校庭や地域の 習慣の定着が十分ではな
  朝ご飯を食べているが85％以上 目標は達成していないが、昨年度より数値が上がっている。 A 公園で遊んでいる姿 く、外遊びの機会や運動

健やかな体 ②外で元気に遊ぶ  また、「朝ご飯を食べている」児童９３％で、これは目標達 を見かける。コロナ 量の確保に個人差が見ら
   成している。教職員は健康指導を行っているが９０％ 禍以降外に出る機会 れることが次年度の課題

「 た く ま し く  ②外で元気に遊んでいるが85％以上 ②外遊びを奨励する教職員は９５％、運動がすきな児童も９ 児童が企画・運営する が多くなり、仲よく である。また、低学年か
（体）」 ③責任をもってやり遂げる  ２％で達成。 外遊びを奨励したこと 遊んでいる姿はとて らのデジタル機器使用の

 ③当番や委員会活動などに責任をもって取り組ん ③児童は当番や委員会活動などに責任をもって取り組んでい は、児童の自主性を育 も健全であると感じ 増加により、視力低下が
④ボランティア活動の推進 でいるが８５％以上 ると感じている教員が１００％で達成 む素晴らしい取り組み る。遊びの中で関係 懸念として挙がってい
 ④真剣に清掃活動を行っているが８５％以上 ④真剣に清掃活動を行っていると感じる教職員が９５％ であり、教員と児童が 性も広がると思う。 る。今後の改善策として、
⑤根気強さの育成 ⑤自らの目標を達成するために、根気強くがんば 児童は９７％で達成。 共に遊ぶ姿も多く見ら 学校では教員も外に 健康教室の再開や生活習
 っているが85％以上 ⑤自らの目標を達成するために、根気強くがんばっていると れた。今後はこれらを 出ているようだが、 慣に関する指導を充実さ
 感じる教員が１００％　　　 維持発展させるための 教師と一緒に遊んだ せ、家庭と協力しながら
  活　動　計　画   活動計画の実施状況  継続的な指導が必要で 思い出はいつまでも 基本的な生活リズムを整
 〔食育推進委員会〕 ①バランスのとれた朝ご飯・睡眠教育の推進 ①パワーアップ作戦や生活習慣アンケートが効果的だった。。 ある。また、今後の課 心に残っている。一 えていく取り組みが必要
 〔保健指導部会〕 ②外遊びの奨励と効果的な場の工夫による運動量 ②児童企画のドッジボール大会や外遊び用具の貸出等で休み 題として、外遊びの質 方、小さい頃から携 である。また、当番活動

の確保 時間の外遊びの活性化を図った。 を高めるためのビブス 帯を使用しているこ や委員会活動を通して、
  ③当番や委員会活動への責任感を持たせる指導 ③とみだっこタイムや委員会の取り組みが効果的であった。 の貸出や「健康教室」 とで視力の低下につ 責任感や根気強さを育て

④清掃活動に真剣に取り組む指導 ④舎外清掃は異学年交流と美化の両面で有効であった。 の再開を検討している。 いては気になる課題 る取り組みを継続的に推
⑤目標をもって根気強くがんばる機会の設定。 ⑤体育的行事の奨励で児童が主体的に運動に取り組んだ。 であると感じる。 進する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「評定」の基準　　Ａ：十分達成できた　　Ｂ：おおむね達成できた　　Ｃ：達成できなかった


